
房総導水路は、利根川
上流のダム等や東金ダム、
長柄ダムで開発した水を
利根川から約１００ｋｍ離
れた南房総地域まで運び、
千葉県の九十九里地域
や南房総地域、千葉市、
房総臨海工業地帯などに
水道・工業用水を供給し
て、地域の生活や産業を
支えています。

（１）事業の目的と概要

・水道用水：九十九里地域、南房総地域、

千葉県、千葉市

工業用水：千葉県臨海工業地帯等

・昭和45年度から平成16年度にかけて建設

両総用水共用施設の新改築（L=32km）

房総導水路基幹施設の新築（L=35km）

南房総導水路施設の新設 （L=31km）

・事業費 1,404億円

（２）管理の状況

・昭和52年度から供給開始

九十九里地域及び南房総地域の水道用水

（約57万人）

千葉県臨海工業地帯等の工業用水（69社）

・両総用水共用施設は、千葉県に管理委託

房総導水基幹施設及び南房総導水路施設

は水機構が管理

房総導水路は、昭和５２年から通水を開始し、
平成２９年１月に通水量が３０億ｍ３に達しました。

平成２９年１月２０日
３０億ｍ３達成


